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高齢者の温熱感覚特性

○都築和代（生命工学工業技研）水野一枝（稿協医科大学）

住　居

目的人は高齢になるに従って体温調節能力が劣っていくといわれているが、暑<も寒くもな

い中等度な温熱環境においては青年と高齢者の温熱感覚を調べると差がないと言われてき

た。本研究では、それらを確認するため、また、高齢者の温熱感覚と体温調節反応との関係

を調べるために実験を行ったので報告する。

方法人工気候室を使い、気温23°Cと相対湿度60％(以下、23°C/60%と記す)、27°C/30%。

27°C/60%、27°C/90％、3rc/6o%の５条件で行った。気流は0.15m/s 以下とした。被験者

は健康な高齢者で、指定したトレーナー･ズボン･靴下(約0.7clo)に着替え、椅子座安静状態

で150分間滞在した。主な測定項目は、皮膚温･口腔温一体重減少量一代謝量などと温熱感、

快適感などである。

結果温冷感は31°Ｃ/60％では2:暖かいとなり、31°c以外の条件下では-01:やや涼しい～O:

どちらともいえないの間に収束した。平均皮膚温は31°C/60%では約35°C、26°C条件では湿

度条件による差が見られず、34°C～34.5°Ｃとなり、23°Ｃ/60％では暴露中低下しつづけ、

32.5°Ｃであった。代謝量は約35W/m2であり、条件間に差は認められなかった。ＰＭＶ値と比

較したところ、23°C/60%を除<4条件でＰＭＶ値よりも寒い側の申告となった。さらに、熱収支

による検討などを行う予定である。

lKp-2　　　冬期における高齢者の住宅温熱環境と温熱環境調整に関する実態調査

　　　　　　○久保博ぞ、磯田憲生゛、佐々尚美１

　　　　　　　（喋良女大）

暦荊：高齢者に対する安全で快適な室内温熱環境を提案することを目的とし、既報1)に引

き続き冬期に高齢者の居住する住まいの温熱環境の実測調査を行い、夏期や秋期の実態調
査結果および実験室で得られた丁度良いと感じる気温と比較検討した。

波涸：既報1)の調査対象の高齢者の住まいについて、冬期および夏期において居間及び寝

室について室内温熱環境の実測調査を行った。測定は温熱環境（室温0.1m、0.6m、1.1

m、1.6m、相対湿度0.6m、グローブ温度0.6m）を7日間自動測定し、そのうち3日につい
て冷暖房機器の使用状況、生活行動、着衣量、温熱環境評価等の記録を得た。冬期（

1998年3/14-4/9）に７邸、夏期（1998年7/30-9/11）5邸にて測定した。
結果：住居構造により室温上昇率など気候緩和効果には違いが認められたが、夏期も冬

期も冷暖房による室温の変化が大きく冷暖房機器で室温調節を行っていた。暖房時の室温

の上下温度差は0.1mとl.lmで10°C程度もある場合もみられたが、ホットカーペット使用

時は上下温度差は小さかった。冬期着衣量は平均で1.1 cloと多く、冬期に多い者は夏期に
も多いという傾向が認められた。また、寝室での暖房使用率は低いが、居間での使用率は

高く、居間の冷暖房の使用率に冬期と夏期で相関関係が認められた。在室時の平均室温は

居間では14°C～19°C程度、寝室では10°C～17°C程度とかなり低い状況にあった。相対湿
度については、50％～60％程度以上あり、低湿状況は認められなかった。室温と相対湿

度より求めたSET＊と実験室での選択気温と対応が認められた。
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